
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 グリーン・電力出資金出資者 
 グリーンコープでんき利用者 

２０２３年１０月３０日発行 
一般社団法人グリーンコープでんき

『控訴理由書』で主張していること 
 
 提訴の時から私たちが司法(裁判所＝法をつかさどるも

の)に求めているのは、主権者(国民)と主権者から業務

やときに権限を委託される者(大臣や官僚)との関係の

根幹についての是非判断なのですが、一審判決はそ

の判断から逃げたものでした。 

 第二審で私たちは、一審判決が基礎においた「賠償負

担金や廃炉円滑化負担金が電気の全需要家が公平

に負担すべき電気事業に係る公益的課題に要する費

用である」に対して、「これらは公益的課題に要する費

用ではない」ことを明確に立証していくことにしました。 

 それに対し、被告(国)がどのように反論をしてくるのかを

見据えていくことになります。そして、主権者と主権者

から業務や時に権限を委託される者との関係の根幹に

ついて納得できる判断を司法には示してもらいたいと

考えています。 

 

【９月１９日『控訴審』第１回期日】 
■期日前行動 

弁護団はじめ組合員ら約４０人が集結し、控訴審へ
向かうにあたって、横断幕・のぼり旗を掲げてアピール
行進を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

■第１回口頭弁論（意見陳述） 
 弁護団団長の小島弁護士がパワーポイントを使っ
て、約４０分に亘り意見陳述を行いました。 
※控訴審には、国の要職（経済産業省電力システム

改革委員会や電力・ガス取引監視等委員会初代委
員長など）を務めた八田達夫さんから意見書が届け
られ、意見陳述はそれをもとにした内容となってい
ます。 

■記者会見・報告集会 
閉廷後、弁護士会館２階大ホールで記者会見・報

告集会を行いました。（写真左） 

※本誌２ページに「託送料金問題」のポイントを紹介して
います。是非お読みください。

 

報告集会に臨む弁護団と原告メンバー 
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２０２３年１０月３０日発行 
一般社団法人グリーンコープでんき

 脱原発運動の始まりは、３５年前。 

グリーンコープ設立と同時に始まった脱原発運動

の一つの到達点として、２０１２年に「自分たちが使

う電気は自分たちでつくる」発電事業（市民発電所

づくり）と、２０１６年の電力自由化をうけて、「原発フ

リーのグリーンコープでんき」の小売事業に踏み出

しました。二つの事業を進めていく中で「託送料金

問題」と向き合うことになりました。託送料金は、電

気代の１／３を占めています。 

 第一審から第二審（控訴審）へ。 
高等裁判所で審理される「託送料金認可取
消請求控訴事件」は、「なぜ、原発の費用が
託送料金に上乗せされるのだろう？」という、
誰もがおかしいと思うことを控訴審で続いて問
うていくことになります。司法にグリーンコープ
の組合員の思いを届けて、きちんと判断して
もらうために、みんなの力で託送料金訴訟を
支えていきましょう。 

どれだけ対話をしても理解は得られませんでした。 
最後の手段として裁判に訴えることはできないか、２年半
にわたる組合員検討を経て、２０２０年２月１２日にグリー
ンコープ共同体臨時総会を開催し、「託送料金訴訟」に
踏み出すことを決めました。 

多くの皆さんの
参加をお待ちし

ています。 
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２０２３年１０月３０日発行 
一般社団法人グリーンコープでんき

２０２３年８月２日、「水俣・熊本みらい基金」（以下、

つんなう基金）の主催で、国が進めている「ＧＸ関連法

に関する講演会と助成団体の報告会をオンラインとくま

もと県民交流館パレアを現地会場としたハイブリッドで

開催し、平日にもかかわらず約８０人もの参加がありま

した。 

原発回帰・推進法と言われる「ＧＸ推進法」や「ＧＸ

脱炭素電源法」は、原発が推進されても脱炭素にもエ

ネルギーの安定供給につながらないのではないかと疑

問視されています。今講演会では、東北大学明日香

教授を講師にＧＸ関連法の問題点について話を聞き、

ＧＸ関連法がいかに愚策であるかを改めて知る機会と

なりました。 

また、助成団体の報告会では、２０１９年から２０２２

年度までの４年間助成を受けてきた８団体から活動報

告がありました。４年間継続して助成を受けて活動して

きた団体が一堂に会し、つんなう基金関係者と出会え

たことも大きな意味がありました。こうした人と人との出

会いがさらなる活動へとつながっていくことをみんなで

確認することができました。 

報告会終了後は、助成団体
の皆さんと「基金」関係者の
交流会がもたれ、和気あいあ
いとした雰囲気の中で会話が
進みました。 

～下記の団体に助成金をお届けしました～ 

①ＮＰＯ植物自然の力 

②PhotographyＭissonＭinamata 

③ＴＯＲＣＨ 

④一般社団法人環不知火プランニング 

⑤水俣病事件資料集編纂委員会 

⑥一般社団法人水俣病センター相思社 

⑦本願の会 

⑧水俣未来会議 

⑨水銀に関する水俣条約推進ネットワーク 

⑩一般社団法人きぼう・みらい・みなまた 

⑪自然とくらし研究会 

⑫カライモブックス 

⑬水俣・写真家の眼 

⑭ＮＰＯ法人みるくらぶ 

⑮阿蘇の灯 

⑯すがるの里 

⑰山都の森と水を守る会 

⑱ＮＰＯ法人にしはらたんぽぽハウス 

⑲ぶどうの木 

⑳産廃処理施設を考える会 

 ＦoＥＪａｐａｎ 

【活動報告をされた団体】 
 

⑦NPO 法人みるくらぶ 

⑧すがるの里 
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■グリーンコープでんき 

 

 

生協名
GC事業所
契約件数

組合員
契約件数

契約容量
(kW)

ＧＣしがまる生協 1 1 8

ＧＣ生協おおさか 8 58 274

ＧＣ生協ひょうご 8 35 177

ＧＣ生協とっとり 3 51 243

ＧＣ生協（島根） 1 106 456

ＧＣ生協おかやま 4 199 833

ＧＣ生協ひろしま 9 229 1,018

ＧＣやまぐち生協 5 473 2,020

ＧＣ生協ふくおか 98 1,981 8,783

ＧＣ生協さが 17 122 721

ＧＣ生協（長崎） 13 225 1,159

ＧＣ生協くまもと 35 543 2,847

ＧＣ生協おおいた 15 306 1,350

ＧＣ生協みやざき 2 163 611

ＧＣかごしま生協 10 213 958

単協計 228 4,704 21,450
(一社)グリーンコープでんき(低圧) 70 569
(一社)グリーンコープでんき(高圧) 67 4,815

総合計 365 4,704 26,834  
８⽉ 9 ⽉の電源構成 

・グリーン電⼒出資⾦は、市⺠発電所の建設費や発電事業⽴ち上
げのための資⾦（社債）に充てられています。 

・2023 年 9 ⽉次⽀出総額は 7 億 9 千 2 百 95 万円で、残⾼は 
1 億 8 千 5 百 54 万円となっています。 

・市⺠発電所の建設は継続して調査や検討をすすめています。 

９⽉にグリーンコープでんきを供給した契約件数は、グリ
ーンコープ事業所、組合員契約件数、グリーンコープ商品
のお取引先も含め下表のとおりです。 

（⼀社）グリーンコープでんき発電所の 22 年度との実績⽐ 
・発電量   22 年度実績⽐ 106．2％（+52,635kWh） 
・売電額   22 年度実績⽐ 92．2％（+936,484 円）

■市⺠発電所 

■グリーン電⼒出資⾦  

・皆さんから出資いただいたグリーン電⼒出資⾦の総額(実際に
振り込んでいただいた額)は、 

９億 7 千 8 百 49 万円になっています。 
・出資⽬標額(積⽴⽬標額)は、2023 年 7 ⽉ 31 ⽇現在で, 

10 億 7 千 84 万円になっています。

・神在太陽光発電所・深年太陽光発電所・グリーン未来ソーラ
ーでは、代理制御による出⼒制御時間（回数）を含みます。

・若宮物流センター・広島物流センター・⼭⼝⻄部地域本部の
本来制御は他オンライン発電所で代理制御されています。

《23 年 8 ⽉ 9 ⽉の発電と売電実績》

《23 年 9 ⽉ 27 ⽇現在の単協別実績》

発電所 出力(kW) 発電量(kWh) 売電額(円) 出力制御

神在太陽光発電所 1,057 205,860 8,234,400 0時間
平池水上太陽光発電所 1,260 266,418 9,591,060 ―
深年太陽光発電所 1,550 313,404 11,646,965 57分
若宮物流センター 47 9,464 340,696 ―
広島物流センター 47 9,441 339,861 ―
やまぐち西部地域本部 54 10,688 342,028 ―
ｸﾞﾘｰﾝ未来ｿｰﾗｰ(10箇所) 244 80,490 1,690,284 307回

合　　計 4,259 895,765 32,185,293

生協名 申込人数 申込件数 出資目標額

しがまる生協

ＧＣ生協おおさか 175 200 15,410,000

ＧＣ生協ひょうご 74 85 5,980,000
ＧＣ生協とっとり 121 132 10,250,000

ＧＣ生協（島根） 225 235 11,160,000

ＧＣ生協おかやま 133 148 12,580,000

ＧＣ生協ひろしま 635 783 83,437,000

ＧＣやまぐち生協 516 598 38,540,000

ＧＣ生協ふくおか 4,998 5,830 501,960,000

ＧＣ生協さが 292 336 43,825,000

ＧＣ生協（長崎） 534 593 53,339,000

ＧＣ生協くまもと 1,396 1,609 125,036,000
ＧＣ生協おおいた 732 819 66,964,000
ＧＣ生協みやざき 261 298 24,765,000
ＧＣかごしま生協 665 771 77,031,000

合　　計 10,757 12,437 1,070,277,000

972,630,500

792,954,259

179,676,241グリーン電力出資金の残高

これまで出資いただいた金額

これまで支出した事業と金額

神在太陽光発電所、平池水上太陽光発電所、深年太陽光発電
所、若宮物流センター、広島物流センター、やまぐち西部地
域本部、グリーン未来ソーラー発電所、豊浦太陽光発電所、
馬洗瀬小水力発電所、杖立温泉熱バイナリー発電所、ながわ
小水力発電所、霧島太陽光発電所、熊本菊池太陽光発電所、
オンサイトPPA太陽光発電所（3）

98.5%

0.2%

1.3%

54.3%

41.2%

4.5%

51.2%

24.4%

鹿児島市北部清掃工場 21.3%

1.9%

0.8%

0.4%

卒ＦＩＴ太陽光発電

杖立温泉バイナリー発電所

馬洗瀬小水力発電所

※グリーンコープでんきはその電源となる発
電所を特定しています。
※グリーンコープでんきの電源には原発由来
の電気は一切含まれていません。

鹿児島市南部清掃工場

【関西電力エリア】

ながわ小水力発電所

三峰川第一・第二発電所

卒ＦＩＴ太陽光発電

【中国電力エリア】

岡山東部クリーンセンター

敦賀グリーンパワー

卒ＦＩＴ太陽光発電

【九州電力エリア】

敦賀グリーンパワー

グリーンコープでんきの関⻄エリアで主要電源となっ
ている『ながわ⼩⽔⼒発電所』の所在する、松本市安曇
野では、梅⾬明けから続く⾬不⾜の影響が顕著になって
います。奈川の東京電⼒奈川渡ダムでも梓湖の⽔位が⼤
きく下がって、上部では底が⾒えており、この地域で⽣
まれ育ったさとやまエネルギーの代表者も「これほど⽔
位の下がった湖を⾒るのはこれまでに経験したことが
ない」ととても驚きの様⼦でした。 
この記録的な少雨のために 9 ⽉の発電量は想定して
いたよりも⼤きく下振れしています。また、⼩⽔⼒発電
の特性上、濁⽔発⽣時には機器の保護のために取⽔を制
限し、発電機を停⽌しなければなりませんが、近年、多
発している短時間での⼤量の降⾬は濁⽔を発⽣させ、こ
ちらも発電量に⼤きな弊害をもたらしています。地球温
暖化はこのようなところにも悪影響を及ぼしています。
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